
2019 年度 第 5 回理事会議事録 

 

日 時：2019年 9月 1日（日）13時 05分～16時 26分 

場 所：鳥取大学医学部附属病院 検査部カンファレンス室 

出席者：湯田範規、岡田早苗、藤原弘光、藤井和晃、先灘浩功、下廣 寿、片岡憲一、那須野邦彦、 

遠藤由香利、橋本祐樹、山岡貴子 ［出席：11名／20名中］ 

欠席者：中井宏衛、木下敬一郎、青戸俊輔、田中雅彦、長谷川利恵、黒田誠、山本寿恵、藤原京子、 

北野岳之（外部監事） 

 

議 長：湯田範規   書 記：藤井和晃  

議事録署名人：岡田早苗、先灘浩功 

一般社団法人鳥取県臨床検査技師会定款第５章第 29条により理事会を招集し、定款第 5章第 31条により

理事会が成立した 

 

議事 

議題 1  各部報告事項等 

財務部（片岡理事） 

・賛助会員状況  入金 25社、申込 33社 

・研修会フローチャートにより、事業実施 10週前までに予算書を提出、事業実施後は 10日以内の処理期限

を守ってほしい。 

・新しい予算書等をホームページに掲載するようにする。 

・ランチョンセミナー申請メーカーさんには賛助会員の申し込みをしていただく必要がある（岡田副会長） 

 

事務局（藤井理事） 

・がん対策従事者功労者表彰に、阿部技師（元西伯病院）の受賞が決定した。9月 3日のがん征圧大会にて

表彰される。 

・角２封筒 3000枚の印刷を発注した。 

・会員動向  8月 31日現在 会員数 338名、入会 17名、申請中 1名（8月 29日） 

・事務所の PC更新について、家電量販店でデスクトップパソコンの見積もりをとったが、在庫がないため、 

インターネットで購入する。ウイルス対策ソフトは 3台使用できるものを、学術部の更新した PC と合わせて導

入する。【承認】 

・減価償却は月単位であることから、現在の PCの廃棄処分は 3月頃とする。 

 

渉外調査部（下廣理事） 

・スポレク 9月 14日（米子市）  申し込み状況 会員 11名、賛助会員 3名（8月 30日現在） 

・米子市健康祭り 10月 12日 

 

議題２．全国検査と健康展（下廣理事） 

・2019年 11月 10日 11：00～15：00 イオンモール鳥取北にて実施 



・11:00～ 中高生のための職業紹介 事前申し込み（9月下旬～10月 25日） 高校・中学校へポスター郵送 

・高校生をメインとし、中学校は後から送付する（12名募集）。 

・内容 頸動脈エコー、顕微鏡による血液細胞観察、シミュレーターによる採血体験。 

・健康チェック 第一部（12：00～13：30）、 第二部（13：30～15：00）に分けて整理券を配布する。 

・今回は検査技師による検査結果説明のブースは設けない。その場で技師が説明する。 

・医師相談窓口 12：00～15：00 東部医師会に依頼中。 

・スタッフは 25名を予定。理事にはメールで参加可能か確認する。 

・来年度から、県・地区医師会に後援依頼する。【決定】  

・今年度、エコーの機械借用費が値上がりしているので、事業予算書を再作成・提出する。 

 

議題 3．学術部関係 

１．県学会（橋本理事） 

・6演題／10題（8月 31日時点） 8月 31日演題締切だが 1週間延長する。【承認】 

・ランチョンセミナーは 2社から希望あり。両社とも今年度賛助会員の申し込みがされていないため、採択の

条件として、賛助会員の申し込みを完了してもらう。申し込みが完了した場合、1社は昨年とテーマが似てい

ることから、「検査システム（臨床支援システム）の有用性について」を提案しているメーカーに依頼。【決定】 

・第 2回学術部研修会（県学会終了後） 講師：加藤雅彦先生（鳥大保健学科病態検査学講座教授）【決定】 

・当日スタッフについて学術部を中心に依頼する。受付は事務局が対応可能。 

２．2019年度事業計画進捗状況（藤原副会長） 

・生物化学分析部門研修会  第 3回 10月 6日 博愛病院 

・生理機能検査部門研修会  第 4回 12月以降に変更 

・形態検査部門研修会  血液分野 11月 23日 第 5回を第 4回に変更 

              病理・細胞分野 期日は未定 2月末までに実施 

・移植検査部門研修会 第 2回 9月 14日 県立中央病院に変更 

・総合管理部門研修会 第 2回 12月 14日 鳥大保健学科 臨床検査技師による災害支援対応、 

・総合管理部門研修会 第 3回 12月 15日 鳥大保健学科 人材育成について 

 第２・３回は島根県との合同開催とし、講師料・交通費等の経費は折半としたい（具体的な協議必要） 

３．学術部 PCの更新について（藤原副会長） 

・Windows10、ネット価格 90,000円で購入する【決定】 

４．その他 

・事業計画にない、アンケート・調査等は、企画・提案書を用いて実施するようにしたい。具体的な運用方法

等を再検討する。【継続審議】 

・現在所有のプロジェクターは調子が悪いため、更新したい。大きな会場で使用する場合は、リースにし、事

務所に１台あれば大丈夫ではないか。使用頻度が少ないため、高額なものを購入する必要はない。来年度

に予算計上をする。【決定】 

・次期委員の選出は、年内に会員 3名につき 1名を選出する方法でよいか。必要な人数を出す。【決定】 

 

 

議題 4．精度管理事業について 

・62施設 381項目の申し込み 県外から４施設参加。 



・県内の薬局 4施設からHbA1cのみ参加申し込みがあり、県医師会は参加を承諾。合同事業であることから、

技師会の考えを医師会に申し入れる。協議の結果、検体は送付済だが、評価ができないため参加をお断り

する。 

・11月 9日 第 2回精度管理委員会を開催。 

・精度管理報告会 12月 1日 10時～12時 （県医師会館） 

 

議題 5．一斉メール配信について（藤井理事） 

・施設連絡責任者に研修会等の周知、参加とりまとめをしてもらうよう依頼する。 

・施設のメールに配信を希望するか調査し、希望施設のみ一斉メールと同じ内容を配信する。 

・鳥臨技ホームページを有効活用していただくため、案内の URLをメールにつける。 

・一斉メールのタイトルは研修会等わかりやすくする。 

 

議題６．その他 

・日臨技からの転載について、日臨技ホームページの「事業運営のありかたを定める規定等」に、転載許可

内規があるので、それを熟読していただき、必要な場合は転載許可申請書を提出すること。（岡田副会長） 

 

次回理事会：2019年 10月 27日（日） 10時～   

以上をもって議事を全て終了し、16時 26分に閉会した。 

この議事が正確であることを証するため、議長および議事録署名人は次に署名、捺印する。 

2019年 9月 17日 

 

議    長 湯田 範規         ㊞    

 

監    事  山岡 貴子     ㊞                    ㊞    

 

議事録署名人    岡田 早苗     ㊞    先灘 浩功      ㊞   


